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論文
農村被差別部落における
女子の仕事とその変遷
—淡路島での女子高齢者の聞き書きを中心に一一
?
J 1 ユリ子
1. はじめに
1960年代の高度経済成長，そして， 1969年に制定された同和対策事業特別措
置法によって被差別部落は大きく変化したといわれる。しかし，その変化のあ
りようと，それを経た今日の実態は必ずしも正確に把握されているとはいいが
たい。とくに，あまり研究対象となることのなかった農村の被差別部落におい
て，その傾向は顕著であると思われる。農村ではいうまでもなくその基幹的産
業である農業において女子の占める役割は大きい。したがって農村の実態と変
容をとらえるには女子世帯員の分析が不可欠であると考える。しかし，農村被
差別部落（以下「農村部落」とする）の女子の就労の状態と，それによる生活全般
の変化を多面的に，あるいは詳細にとらえたものはほとんどないといってよ
い。本稿の課題は，女子高齢者からの聞きとり調査結果を中心に，農村部落に
おける女子の就労状況と生活の変化の一端を明らかにすることにある。
被差別部落（以下「部落」という）の人々を対象とする聞き書きはかなりの数に
のぽる。部落解放運動をすすめる人々が，自らの部落の人々の話を集めて綴っ
たものや，研究者やジャーナリストなどの第 3者が行なったものなど，その幅
も広い。聞きとりの目的が部落の昔の姿やかつての差別の状況を知ることにあ
れば，対象となる人々は高齢者となり，また，現在の差別の状況を現在の生活
をとおして知ろうとするときなどは中堅どころの壮年層が対象の中心となる。
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ときには，部落の人々の語りを補足し，客観的にするために部落外の人々も対
象となるなど，実にさまざまである。しかし，主人公は男の場合が圧倒的に多
ぃI)。 とくに女子の仕事（家事・育児も含む）の記述は少ない。それゆえに女子の
おかれている状況はもうひとつはっきりとしない。部落の女たちは，部落民と
してまた女として二重の差別にさらされているという言い方がある。その二重
の差別とは農村部落ではどのような形をとって表われるのか。彼女たちの携わ
ってきた農業労働，家事労働，そして農業以外の労働の内容を丹念に集めるこ
とによって，その状況が明らかになると考える。
本稿では，何人かの女たちの生活史の語-りを通して，農村部落における女子
の就労と生活の変化を明らかにする。そのためには，ライフサイクルとしての
変化のみでなく，時代の変化も同時に追うことのできる高齢者からの聞きとり
が適切であると考えた。そして，できる範囲で男子と比較することを分析の視
点とした。ただし，男子高齢者からの仕事の聞きとりは，ひとりひとりの生活
史として聞きとったものではなく，その人の住む部落全体のようすとして聞い
ている。また，女の人々が語ったことばを少しでもそのまま書き写そうと努め
た。なぜなら，女たちの生きざまを，それは何よりも雄弁に語ってくれるから
である。
調査地は，兵庫県淡路島。聞きとり調査の期間は1985年 6月から11月にかけ
てである2)。なお，この調査は，兵庫部落解放研究所の「淡路島部落実態調査」
として実施され，女子高齢者の聞きとりはすべて筆者が担当した3)。
1)聞き書きの視点を，被差別部落の女子にあてたものとしては，小林初枝「どこへまこ
とを照らすやら」（筑摩書房， 1984年）がある。
2)予備調査，配票調査の実施期間も含めると， 1985年2月から11月までとなる。また，
女子高齢者に関しては 7月から始めた。
3)聞きとり調査結果の第1報は， 拙著「淡路島の被差別部落 2」「ひょうご部落解放」
第28号， (1987)p.p. 38~53。
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2. 調査方法と調査地の概況
「淡路島部落実態調査」は，農村部落の生活実態を明らかにすることをテー
マに，配票調査および聞きとり調査のふたつの部門からなっている。聞きとり
調査は，部落の区長や部落解放同盟の支部長，農業生産組合の人々，そしてそ
の他の多くの関係者を対象として行なわれた。その一環として女子高齢者から
の聞きとりを実施した。淡路島には28の部落があるが，うち10部落で聞きとり．
調査を行なっている。女子高齢者の場合は 50歳代から 70歳代まで 8部落計18
人である。話をしてもよいという人のいるときだけ行なった。なお，前者の配
票調査については， 5つの部落，および比較のために必要な近隣集落 5つで行
なっている以
命
淡路島は兵庫県の最南端に位置する農業の盛んな島である。北部と南部では
農業生産の形態にかなりのちがいが見られるが，全体の特徴として，カーネーシ
ョンやキンセンカなどの花井栽培や施設園芸，みかん，びわなどの果樹作，玉
葱の栽培などが盛んである。淡路島の農業粗生産額は兵庫県下の2596近くにも
なる (1980年）。そのため部落でも農業が比較的盛んである。淡路島の部落の第
1種兼業農家割合2)(22.996)は，淡路島全体の平均23.9:lるより少し低いが，兵庫
県下全体の平均の8.8%をはるかに上回り，また，全国の部落の平均の8.4963) 
をもはるかに上回ることからもそれが判る。ただし， 経営耕地面積は部落に
0.3ha未満の零細農家が多く， 1 haを越える農家はほとんどみられない。経
営耕地の内訳や農家 1戸あたりの作物別収穫面積をみると，部落農家は裏作を
1)配票調査結果の分析は， 石元消英「淡路島の被差別部落 1」『ひょうご部落解放」
第25号， (1986)p.p. 13~36に収録されている。以下，本文中の調査地の概況を記し
たなかの統計数値は前掲論文のものを一部使用した。
2)現在では専業農家より第 1種兼業農家の方に農業を専業的に営む農家が表われる。
3)部落解放同盟中央本部煤漁業対策本部『全国部落農業実態調査報告書」 (1986)によ
る。
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行なって耕地利用率を高め，少しでもその零細性を克服しようとしている姿が
見てとれる。しかしそれでもなお農産物の販売金額は淡路島平均の 7割にも満
たない。
部落の就業状態をみると，近隣集落との大きなちがいは，その失業率に表わ
れる。部落では 7.9~ るもあるのに，近隣集落では 2.0%である。就業している
人についてみると，男女ともに常雇が少なく，臨時雇，日雇の多いことが部落
の特徴であろう。しかも月給の形で給与を受けとる人がまわりの集落に比べて
部落に少ない。女子世帯員のふだんの主な状態についてみると，家事・育児に
従事するものは順に30~39歳， 20~29歳， 60~69歳に多く，反対にこの年齢層
では就業者が少ない。 60~69歳層に家事・育児に従事するものが多いのは，勤
めをやめて孫の世話をする女たちが多いからであろう。 50~59歳， 20~29歳に
失業者が多いが，これは，結婚して子供が生まれる前と，子供が成長して親の
手を離れるときに，女たちが求職活動をすることの表われと考えられる。
歴史的な概況としては，淡路島は戦前，牒民運動の盛んなところとして知ら
れており，部落の農民もともに闘ったといわれる。その当時は水平社はなく，
解放運動が組織的に取り組まれるのは戦後になってからである。 1947年に，全
島民が構成員である淡路友愛会が発足する。行政，部落住民，部落外住民から
なる組織であり，同時に部落解放全国委員会の支部でもあった。それから25年
あまりたって1973年，各部落に部落解放同盟の支部が結成され，運動が本格化
することとなる。
以上，淡路島の部落の概況をふまえたうえで，次に，聞きとりの事例をあげる。
なお，本文中に紹介される話し手の現在年齢は，すべて1985年調査当時のもの
であり，また，その人が現在住んでいる部落名は，ア）レファベットで表わした。
3. 奉公
淡路島の人々は，昔から神戸や明石をはじめ大阪など，京阪神との関係が深
い。明石から嫁に来る人がいたり，若い人が神戸や大阪に奉公に出たりと，人
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の行き来がかなりあった。神戸や明石に親戚がいるという話は，聞きとりや世
間話のなかで何度も出てきた。
現在60歳代から70歳代ぐらいの女の人には，若いときに奉公のために島を出
る人が多かった。ちょうど昭和初期 (1920年代後半）から戦前にかけての話であ
る。
たとえば，洲本市Bに住む57歳の女子の場合，彼女は一緒に住んでいた父と
兄の世話をしなければならなかったので都会に出たことはないが，姉たちは小
学校を卒業するとすぐ大阪の池田や神戸に奉公に出て行ったという。次に紹介
するのは津名郡東浦町Eの78歳の人である。
「わたしのじぶんは，奉公せんものは嫁に行かれんて言うてました。」
9人兄弟の長女である彼女は， 18歳のときに神戸市の下山手3丁目の家に奉
公に行った。そこの主人はカワサキ（おそらく川崎重工）に勤めていたという。あ
る日そこの夫婦が知り合いの結婚披露宴に出席することになり，その日一日の
子供の世話を頼まれた。夜中の12時になって子供も寝たので，夫婦の帰りを待
ち切れずに自分もつい寝てしまった。門をたた＜音でやっと目が覚めた。
「寝込んだところへ（夫婦が）帰ってきたもんやから，なかなか目が開きま
っかいな。子供寝かして12時になってから寝たというのが言えへん。寒い
のに寝巻なりで 2時間ぐらい説教されて辛かったですよ。朝起きたら，婚
礼のおみやげを， あっち持ってけ， こっち持ってけ言うて， いじわるで
（息つく暇もなく）近所に歩かす。」
そこの奥さんが，前の晩にたんすの横手につまようじを落としておいた。次
の朝，彼女が掃除を終えると，目印に置いたつまようじがまだ残っていると言
って，掃除のやり直しをさせられる。「わたし，そんな仕事してきました。」と
彼女は胸をはって語る。彼女はそのような仕事をこなしてきたことに対して，
プロにも似た自負をもっている。
当時は口入屋を通して奉公先を捜すことが一般的だったようだ。町には「ロ
入屋」という大きな看板を掲げたところがあったという。口入屋は雇用者から
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も被雇用者からも斡旋料をとって商売をする。口入屋を利用しない場合は親戚
などに紹介をしてもらってみつけた。洲本市Bの67歳の人は一度も口入屋を利
用していない。京都での奉公は兄の店，東京での奉公はその兄の友人の紹介で
あった。縁故の紹介となると，やめて新しい雇われ口を捜すというようなこと
はそうそうできないが，口入屋を通した場合，都合で数回奉公先を変えること
もまれではなかったらしい。先ほど登場した東浦町Eの78歳の人は， 17歳のと
きに自分の生まれ故郷を出て神戸に行ったが，最初の家を 1年でやめている。
「そこに女中さんが 3人いた。お金は13銭。私よりずっと年のいったおば
あさんが15銭やった。男の子ふたりを風呂に入れるのが辛かった。兄を洗
えば，弟が遅なったいうて頭から水かける。寝間をきちっと敷いたら，子
供がすもうとって動かす。きちっとなってない言われても子供がすもうと
るのやから，しかたがない。」
しかし，もちろんそんなことがやめる理由ではなかった。
「あんたが寝間に入ったらきたないと言いますねん。奥さんが。」
いなかに帰ってきて，そのいきさつを話すと，そんなところは 1日でも早く
出た方がいいということになって，先に述べた下山手3丁目の家に変わったと
いう。そして， 20歳のときに，明日がおまえの結婚式だからといって兄が突然
迎えに来るまでその家で働いた。
洲本市Aに住む77歳の人も一度奉公先を変わった。 18歳のときに姉のいる神
戸に出て行ったこの人は，口入屋の紹介で最初は弁護士の家に入った。 1年ほ
どいたが，そこをやめてお寺に行く。やめた理由がはっきりとは判らなかった
が，そこの書生さんに「ねえやんのねえさん靴屋か」と尋ねられたことを，苦
々しい思い出として語る。お寺では結婚前の「いとさん」につきながら，いっ
しょに裁縫を習ったが，年ごろの若い役僧たちに騒がれて困り，そこの「いと
さん」が蓑子をもらったのを期に，たった半年ぐらいで，結局，給料の良かっ
た前の弁護士の家にもどったという。結婚するまでそこで 1年ほど勤めた。お
寺の給料が月10円，弁護士宅では16円。 16円は当時ではかなりよい方だったと
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いう。
生まれは神戸で，父が女学校へ行けというのを，裁縫がいやさに13歳のときか
ら3年間ぐらい子守奉公をしていたという洲本市Bに住む67歳の人は，そのあ
と，国鉄京都駅の駅前の，兄の経営する土産物卸売店に隣接する小売店を 5年
ほど手伝った。その間に裁縫を習いに行かされたが，すっぽかして繁華街の京
極の方へ遊びに行ったり，気笛の音を聞いて急に汽車にのり込み大津の方へで
かけたりするので，やはり他人の家での奉公の方がいいだろうと，兄の知人の
紹介で東京の陸軍中将の家に18歳のときから入った。そこは，夜 7時をすぎる
と女中部屋へ下がることができる。ところが毎晩，月曜日はお習字，火曜日は
お花，水曜日はお茶，木曜日は朝から弁当持ちで，赤坂の方へ行儀見習いと裁
縫を習いに行かされたという。
女が奉公に出るのは，家にとっては口減らしの意味があったにちがいない。
それ以外にも，先の語り手が，奉公をしないと嫁に行けないと言っていたよう
に，また，他人の家での奉公の方がよいと言われたように，親たちが忙しさに
かまけて，自分の家ではとうてい教えることのできない行儀・作法を娘の身に
付けさせ，嫁入り支度をするという意味もあったようだ。しかし，年若い本人
は，もっとほかの期待に胸をときめかせてもいたようだ。
「いんきょ（分家のこと）のいとこが， そこはおかあさんがおるから，お裁
縫を習いに行きよる。うちは，おなごの親がいなくて男の親だったから，
そんなもんいつでも習われると言って理解がない。あにさんが嫁さんもろ
て1カ月ほどして，無理に出て行ったの。着る物をこさえたいから出て行
った。娘時代には着る物ほしいでしょ。」（洲本市A・77歳）
彼女には，奉公に行けば自分で自分の着物が縫える。稼いだお金で自分のも
のが買える，それが魅力であったようだ。
「18の春やった。 12円でセルの着物を買うたときのうれしさよ。 12円出し
たらほとんど給料残ってへん。それを嫁に来るときも持ってきたで。子供
ができて，ねんねこ縫うて，戦争中にそれまたつぶして，子供が学校ゆく
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ズボンにして。」（洲本市A・77歳）
こういった奉公へのあこがれは，少し世代が下ると，都会へのあこがれとし
て表現される。洲本市Bの51歳の人は， 60歳代， 70歳代の人と同じように神戸
へ「お手伝いさん」に行き，掃除，洗濯などをしたと思い出を語るが，彼女が
祖母の反対を押し切ってまで出た理由は，和裁をいっしょに習っている友人が
皆，都会へあこがれて出て行くので，どうしても行きたかったのだという。
若い娘たちは，この 2~3年の間の都会での奉公生活で，結婚後の生活を支え
ていくためのさまざまな知識と技術を身に付けたのであろう。そして大事なこと
は，奉公が女たちにとって必ずしも悲惨な経験ではなかったということである。
以上に紹介した女中奉公は，もちろん女の人に特有のものであるが，それで
は同年代の男たちはどうしていたのであろうか。
男たちも口減らしとして神戸や大阪へ出る人が多かったようだ。洲本市.Aで
の話では，現在70歳より上の男たちのなかには，小学校を 3年生ぐらいでやめ
て神戸や大阪へ出て行くことがあったという。たとえば，うどん屋の出前の配
達をするなど，飲食店関係が多かったらしい。三原郡三原町Lの70歳以上の人
は，親戚・知人の紹介などで，よく神戸の近郊農村の野菜農家の年雇に出て行
ったという。東浦町Eでは大正の初めぐらいから，主に二男・ 三男が大阪の皮
問屋へ奉公に出ていった。板前などになる人もいたという。 Eに住む67歳の男
子は，高等小学校2年を終えて(14歳）神戸へ丁稚奉公に出た。 1922~3年頃で
ある。 1カ月 5円の住み込みとして食肉店で働き，のちに郷里の出身者が経営
する店で洋食のコックとして働いた。 69歳の人（洲本市A)は14歳のときから精
肉小売店で 3年ほど丁稚奉公をしたという。
女子が17~8歳で都会に出るのと比べると男子の方が少し早い。ほぽ同世代
ではあるが奉公には出なかったという男たちも， 14歳のときからクレー鉱の粉
砕工場で働いた（洲本市B・70歳）， 13歳から21歳までおじと土木請負作業をした
（洲本市B・65歳）， 14歳のときから近くの貝ボタン工場で働いた（洲本市A・68歳）
など， 13~4歳から仕事についている人が多い。女は家の手伝いをする時期が
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あった分，外で働き始めるのが遅かったといえる。
これらの奉公も1950年代になると，少しようすが変わってくるようだ。 54歳
の洲本市Aに住む女子は，北淡町の出身であるが， 19歳のころ，明石の駅前の
店で働いていた。百姓だったら夜7時には寝間に入るのに，駅前では 7時でも
お客さんがどんどん来たと，当時の驚きを回想する彼女は，奉公ということば
を使わない。「外に働きに出た」 という。すでに記した洲本市Bの51歳の女子
は「お手伝いさん」と言っていた。ことばだけが変わることはありえない。お
そらく，現在の農村の若い女の子たちが都会へ働きに出る状況と似てきたので
あろう。
4. 子供のころの手伝い仕事
(1) 子守
女の人が奉公のために都会に出るのが17歳から18歳。 60歳代， 70歳代の人な
らば尋常小学校，戦中ならば国民学校を終えて5~6年してからである。それ
までは家にいて，家事や農作業の手伝いをしていた。とくに，兄弟姉妹のなか
でも，年長者であれば子守の経験者は多い。
津名郡北淡町Cに住む72歳， 70歳， 67歳の 3人は，小学校のときよく子守を
した。家に帰れば毎日弟 3人の子守をしていたというのは， Cで生まれ育った
70歳の人である。田植えや草とりに田んぽへ出るようになったのは小学校を卒
業してからだったという。また，田に井戸の水を入れるのも子供の仕事であっ
た。学校から帰ると，「綱ひけー」と言われて， 田んぼへ出て行った。 ここの
田は川から水を引くのではなかった。川の底を深く掘ったりして，田んぽのそ
ばに井戸を作り，綱を引いて水を汲み上げていたのである。田んぽ仕事が忙し
くなると「忙しいから学校休め」と， よく親に言われたそうだ。「今から思う
と，子守が 1番楽やな。嫁に行くとき百姓だけはいらんと思うた。」と， 今と
なっては子守をしていた頃のことは，その後の経験からすれば苦しい思い出で
はないようだ。「学校から帰ってきて， ほんの 2時間か 3時間， 子守は楽しか
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った。」（洲本市B・67歳）という人もいる。彼女は当時神戸に住んでいたが，親
戚の子を小学校の 4年生か 5年生ぐらいのときに 1日2銭でみていたという。
芦屋で生まれた72歳の人（北淡町C)も子守をしながら田に水を揚げるのを手
伝った。そこば池掛りの田で「焼け田」（水の便の悪い田）が多く，池が干上がっ
たときは井戸を掘って， はねつるべで水を揚げていたという。「米つきなんか
も手伝うたな。忙しかったけど学校へだけは行った。」と当時を回想する。 こ
のように，学校の話がよく出てくるのは，家の仕事の手伝いで学校を欠席しな
ければならなかった児童が多かったことを物語っている。
「農繁きたら10日ぐらい学校休まされる。それをぬけて子供（弟妹）連れて
学校へ行きおったよ。まだよう歩かん子やったら寝間に突っ込んで寝させ
てあるけど，よう歩く子はほっとかれへん。朝，親は田んぽに出ている。
もどって来たら学校休め言われるから，ご飯できても食ぺらんと行った。」
（洲本市A・54歳）
田植えのとき， 20日も30日も休まされたと語る人もいる（津名郡五色町I・73
歳）。 9人兄弟の 1番上で， 小学校の高学年になると， 田植えの時期には必ず
小さい子をおぶって学校へ行った，そんな人がクラスに 2~3人はいたという
人もいる（津名郡東浦町F・57歳）。農繁期でも学校へは行ったが，黒板の端に名
前を書いて帰ってきた，すなわち，早引きして帰ってきた。学校にはいたかっ
たけれど， 親が帰ってこいというからしかたがなかったという人もいる（三原
町L・59歳）。そして，これらの経験を語ってくれた半数あまりが長女なのであ
る。
しかし，なかには，いやな科目は逃げて帰ってきたという人もいる。おそら
く，逃げて帰ったことのあるのはこの人だけではなかったであろう。長く休む
と，学校へ出て行っても授業についていけなかったという話は，何人もの人か
ら聞いた。自分の意志に反して休まなければならなかった日々の合間には，逃
げ帰った日もあったように思えるのである。
これらとは反対に，小学校時代，家で百姓仕事や子守はしたことがないとい
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う長女もいた（洲本市B・51歳）。彼女の祖母は日本舞踊が好きで，彼女が小学校
6年生頃まではお師匠さんを頼んで，学校から帰ったら稽古ばかりしていたと
いう。おばあさんが，百姓を孫にさせるぐらいなら私がやると言い，彼女は田
んぽに出たことがなかった。「（嫁に来てから）草抜きしても稲刈りしても能率が
悪いし，やっぱり若い頃からしておくものや。ご飯も炊いたことなかった。水
汲みも嫁に来てからで，家まで着いたら水が半分に減っていた。」と， 嫁に来
たばかりの頃の，たまらなく辛かった話を，今では笑いながら語る。
子守だけでなく， 4年生からご飯炊きをした (77歳）， 3年生から朝起きてご
飯を炊いた (54歳），米と麦を混ぜていたので，学校から帰ってきて友だちに待
ってもらって，麦をよばした (1度沸騰させた後，置いておくこと），ちょっとの間
遊んでから仕度に帰ってきた (57歳），川へ行って毎日おしめを洗った (54歳），
家の大きな台所の水がめに水を汲んでくるのも子供だった (59歳），下の子を風
呂にも入れた (54歳），小学校の頃は薪でご飯を炊いていた (59歳）， と，さまざ
まな話の合間に「そういえば」と思い出したようにぽつぽつと出てくる。子供
のときも，結婚しても，それらは連続した仕事であって，彼女たちにとっては
あまりにもあたりまえの仕草なのである。だから人に改めて聞かれてもすぐに
は思い出せないのである。
(2) 百姓仕事の手伝い
女の子が子供の頃にやった百姓仕事の話には以下のようなものがある。
稲こきが「かなごき」（千歯こきのようなもの）から機械に変わったとき，父母
がなかなかその機械の調子がつかめなかったので自分がやったというのは，東
浦町Eの78歳の人である。稲や麦を刈ったあとの「株切り」（鍬で株を起こすこ
と）や「くれめぎ」（牛の引く鋤ですいたあと，大きな土のかたまりをほぐすこと）は
子供たちも手伝ったそうだ（洲本市A・77歳， 69歳）。三原町Lの54歳と59歳の 2
人からは，小学校のときの苗代の虫取りについて話を聞いた。苗代に虫の出る
季節になると，学校で 2時間ぐらい勉強してから，皆帰り，虫取りをする。立
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毛中の稲を棒で押し倒して，根元にいる虫を捜す。たくさん取った人には学校
で半紙何枚といって賞品が出たという。
このほかにも，もっとたくさん子供たちが係わった悶作業はあったにちがい
ない。ところが，皆には結婚後の百姓の思い出のほうが印象強く，子供の頃の
話は，いつの間にか結婚後のものにとって変わられてしまう。そのなかでも比
較的鮮明な記憶をたどって子供の頃の農作業との出会いを語る人たちは，第二
次世界大戦中に小学校の校庭などを耕した人たちである。
「運動場なんかほとんどないんやで。みんな耕して，おがして，大豆植え
て，さつま芋植えて，わたしら運動会もあらへん。山へ，炭焼きのしば切
りに行ったり。よもぎゆでて廊下いっぱいに干してな。廊下も歩かれへ
ん。千人針もよう来たで。」（洲本市A・54歳）
先に子守のところで述べた，家では百姓仕事もご飯炊きもしなかったという
人も「運動場開墾して， さつま芋植えたり， 青木の競馬場聞墾して芋植えた
り，ょうやった。」という。
50歳代半ばの人々の，全国に共通した思い出といえる。
(3) こも編み
淡路島のどこの部落へ行っても必ず聞く子供の頃の仕事としては， 「こも編
み」というのがある。部落に限らずどこでもやっていたらしい。夏休みなどに
子供たちが数人集まって，日陰で「瓶ごも」を編んだ話は，女の人だけではな
く， しかも80歳近くから50歳の人まで誰からも批］いた。 30年ぐらい前まではや
っていたという。 66歳の人の記憶では，こも10枚で 1銭ぐらいだったらしい。
むしろやぞうりはたいていおとなが作る。そして，「瓶ごも」は子供が麦わら
で作る。麦わらや稲わらの使い方は，淡路島のなかでも地域によって若干違っ
たようである。 しかし，「瓶ごも」はどこでも麦わらで編んだ。稲わらでは堅
くてできない。麦わらは稲わらと違って水に浮くので，子供たちの夏の海水浴
の浮きにもなったそうである。
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こも編み以外には，北淡町C生まれの人 (67歳）は， 1,000個やっていくらの
マッチ箱貼りをよくやったという。
以上，女たちの子供の頃の仕事を書き連らねたが，男の子たちも，家事以外
のことは女の子たちと同じような手伝い仕事をしていたと思われる。男の人た
ちからは，洲本市Aでは，昭和初期に，小学生までがかり出されて国道などに
敷くバラスを川原で集めたこと，小学校2~3年の頃からたきぎのための流木
を浜へ取りに行ったことを聞いた。たきぎはふつう山で集めるが，部落の人々
は山に入れなかったので，浜に打ち上げられた流木，下駄，ほうきなどを拾っ
てたきぎにした。東浦町Fでは瓦を作る窯元が昔 5~6戸もあり，現在70歳ぐ
らいの人は小学校の高学年になると，型どりやみがく作業，干す作業に従事し
たという。この瓦の産業は大正時代が一番盛んであったが， 1965年にすたれ始
めた。
5. 農業
(1) 農作業
農家に生まれて農家に育った人でも，子供の頃の百姓仕事と結婚してからの
それとは大きく変化する。結婚してからはもう「手伝い」ではない。とくに，
男たちはたいてい土方などの仕事もやっていたから，百姓仕事が女の肩にかか
ってくることも多かった。ましてや，嫁に来て初めて農業に接した人たちにと
っては，たいへんなことだった。
北淡町Cに住む60歳の人は神戸で生まれ育ったので，淡路に来てから初めて
農作業に従事した。嫁に来たのが 6月。落ち着いたのが11月ぐらい。ちょうど
麦を播く頃から始めた。その頃，麦の畝と畝の間に豆を植えていたが，それを
草とまちがえて全部抜いてしまったという。また，さつま芋をよく作っていた
が，その畑にスギナがはびこって，根が深くてなかなか取れないのが辛かった
という。
21歳のとき嫁に来るまで， 鍬も持ったことのなかった洲本市Bの人 (51歳）
199 
492 闊西大學「経清論集」第37巻第4号 (1987年11月）
は， 鍬をかついで畑まで行くのに， おじいさんの足の速さに追いつけなかっ
た。家並みがとぎれると鍬を肩から降ろし， ずるずる引きずって歩いたそう
だ。それが今ではけっこう力持ちだと同じ部落の人が言う。
「こっちへ来てから鍛えとらいな。たきもの取りにおじいさんについて山
へも行った。束にしてもろたんを，重いのに，荷車の置いてある広い道ま
でかつぎ出して…」
人にできることが自分にできないはずがないと，自分自身に言い聞かせて辛
さをのりきってきたという。
同じ洲本市のBに住む67歳の人も，今のところに来て初めて農業に接した。
田は家の近くに 6反あった。それは農地改革ですべて自作地になっていた。 5
月に嫁に来て， 「くれめぎ」をして半日で手にまめを作ったという。刈り入
れでは，左ききなので，初めの頃は右手で鎌が思うように使えず，よく手を切
ったそうだ。当時は麦ばかり食べていて，盆か正月にしか米を食べられなかっ
た。ちょうど戦中から戦後にかけての時期である。・麦のはったい粉に砂糖など
入っていたら，もう上等だったという。
洲本市Aに住む69歳の人は農家に育ったが，百姓は両親と祖父や兄がしてい
たので，結婚するまでほとんど何もしたことがなかった。初めは草刈りがちょ
っと辛かったぐらいだが，子供ができてからがほんとうに辛かったと語る。
「子供できても田んぼに行かんならん。日が蒻れて暗くなるまで田んぽに
おった。目が見えんようになったりしてな。田んぼから広い道までよう出
てこんのや。鳥目や。足元に水の流れ落ちよる音がしても，ひとっつも見
えへん。広い道まで連れて来てもろて車に乗せてもろたこともある。」
彼女は20歳で結婚した。 1930年代半ばである。畑ではじゃが芋や玉葱を，田
では米や麦を作った。 じゃが芋は全くの自家用で， あとは少しだけ売ってい
た。田は 1カ所にあるのではなく，あちこちに散らばっていた。米と麦の間の
時期の草抜きはひとりでしたが，自転車に乗れないので歩いて往復した。妹が
少し手伝ってくれたが，そのぐらいでは楽にはならなかったという。
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彼女と同じ部落に住む人々も，口々に百姓仕事の思い出を語ってくれた。麦
播きのとき，朝暗いうちから鍬を使うと，霜にあたってカチンカチンと音をた
てること，夜は日が暮れるまでやったこと，草取りなどに朝早くから出て行っ
て，朝ごはんを食べにもどってきたこと，等々。戦争中に次のような体験をも
つ人もいる。妊娠中の話である。
戦争中は田植えなどは共同作業だった。だからなおさらおなかのなかに子供
がいても，仕事の上で他の人に負けをとってはいけないと考えてしまう。その
日も，早く行かなければ皆におこられると思って，お弁当をかついで出ていっ
た。
「腹が痛いなと思いもって（苗代で）稲を寄せていた。そのうちたまらんよ
うになって，（田んぽから）道へ出て， 人が来たから大八車呼んで来てくだ
さいと頼んで，うちまでひっぱってきてもろた。皆がえらいこっちゃ言う
て産婆さんを自転車で呼びに行ってる間に，ぽろっと出てしもた。戦争中
は共同作業やろ。やいやい言うのは恥しいてな。おなか大きなったら恥し
いて隠すぐらいやったな。」（洲本市A・77歳）
子供を産んでも 3日ぐらい休んだら，すぐに働いていたという話は農村のあ
ちこちで聞く昔話である。この人も，初めての子を産んだときは少し長く休ん
だが， 3人めぐらいから，姑に気がねして，生まれて 3日めぐらいの子供を自
分で湯に入れて洗ったという。産婆さんを頼むお金を節約しようと思ったのだ
そうだ。
苦しかった，辛かったといっても，人は必ず，毎日の生活の繰り返しのなか
に楽しみを見つけ出す。前述の鳥目になったことのある女の人の楽しかった思
い出は川での洗濯である。
「洗濯に半日かかっとった。楽しみやったで。大勢寄って洗濯するやろ。
井戸端会議や。」
川の手前が深く，皆の洗濯場になっていた。おしめを洗う人は川下の方でや
る。夏は洗濯物を全部川へ持っていって洗ったが，冬はさすがに寒いので，家
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でだいたい洗っておいて，川にはすすぎにだけ行ったそうである。
彼女の夫は牛を使って木を連び，田を借りて，そこに木を集めていた。木を
売るというところがあれば，どんなに遠くへでも行って買ってきた。ところが
川が切れて大水になり，木がたくさん流れて大損したのをよく覚えているとい
う。この夫のように，農閑期には農業のことは女たちに任せて，他の仕事に従
事するという男たちが多かった。東浦町Eでの戦前の男たちの仕事の代表的な
ものは仲仕であった。隣の部落で瓦作りが盛んであったため，石炭や鋳型の原
料となる砂を船から降ろし，瓦を荷揚げする。一度の稜み込みに男10人を必要
とするので， 10人 1組のグループを作って仲仕をした。また，井戸掘りにも10
人ほどで組を作って町内をまわっていたという。井戸はたいてい掘ってから 5
~6年すると井戸さらえをしなくてはならないので，割合に井戸の仕事は豊富
にあったらしい。そのほか，漁師の下働きなどもわずかではあるがあった。三
原町Lでは炭焼きや「馬力引き」という荷物運び，洲本市Bでは炭焼用の木の
切り出し，零細な貝ボタン工場での雇われ仕事等々，皆，固定した仕事がなく
さまざまな仕事を兼ねていたのである。
さて，話を農業にもどすが，昔の稲づくりは夏の草取りが勝負だった。洲本
市Bに生まれ育った57歳の人は，幼い頃から田植え，稲刈り，麦播き，あいう
ち（麦を播いたあと草をけずる），麦刈りと，農繁期には学校を休んで手伝ったそ
うである。 20歳で結婚したが，おとなになってからの百姓仕事といえば何とい
っても草取りがたいへんだった。真夏の暑い日に，稲と稲の並びの間を，縦横
1回ずつ， 1枚の田につき 3回草取り機をころがす。その合間には， うつ向い
て四つ這いになって田を這いずりまわり，草が手にいっぱいになると，肥料に
なるからと，土の下に深く埋め込んだ。今37歳の長男が小学校 3年生ぐらいにな
ったとき， 自分は田んぼに出るので，その子に水汲みや薪でのご飯の炊き方を
教えたという。まだその頃水道はなかった。田植えの頃の朝，田んぽに出て働き
ながら， 8時頃に子供たちが学校へ出て行くのを見送った。もう今では見られ
なくなった「かたみ植え」（田植えの手間替え）もよくやっていたそうだ。 3~4
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軒が集まってやっていく。彼女のうちは夫が働きに出ていたので，その足りな
い1人の労働分を現金で返さなければならない。そのお金を作るために，遠く
の家にまで田植えを手伝いに行き，稼いできたという。稲刈りのときも同じだ
った。子供ができてからもずっと脱穀機がなかったので，人に頼み，それを田
植えの手間で返した。彼女は子供が少し大きくなってから，すなわち， 1950年
代後半には，土を起こしたり，セメントを練ったり，ベルトコンベアに土を乗
せたり，男の人といっしょに土方をしたという。賃金は男の人の 6割ぐらいだ
った。夫とは別々に土方に出て働き，田んぽの主な仕事は夫が土方を休んでし
てくれたと話す。
夏の草取りを4回はしていたと言うのは，五色町Iの人である (70歳）。米と
たばこを 6~7反， 裏作に麦をやっていた。たばこは 4月に定植する。苗作
りから自分のところでやっていた。刈り入れたあとは， 薪を炊いて乾燥させ
た。 6月20日頃に田植えがあり，手植えで10日ぐらいかかったという。人を屈
うこともあった。夏の草取りが終わると 7月25日が「さなぽり」（草取り後の休
日。農作業はしない）である。 8月は休養の月で， 今よりゆっくりしていたとい
う。現在この家ではふきの栽培をしている。正月も，これを始めてから，昔は
3日間だった休みが 2日しかとれなくなったと話す。ぜんまいやわらびも昔は
毎年干していたが，今は取りに出かけるのも手間である。この頃は気ぜわしい
という。
休養の月の 8月にはよく内職でビーズとおしをしたが，金もうけにはならな
かったと，北淡町Cの人は言う。 6月の中頃は，男も女も近くの農家にびわの
収穫を手伝いに行った。袋むきが女，男は実を取る役，箱詰めは女がやった。
その頃は草取りが済んだ7月の終わりの「さなぼり」の休みに， 各々の家で
「葉餅」（かしわ餅）や赤飯を作って楽しんだ。子供や男の人には確かに休みだ
ったろうが，女の人は餅などを作るので休めない。休みになったら女ば忙しか
ったと語る。
近隣農家の臨時雇は，主に女の仕事として，三原町L,洲本市B,東浦町E
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でも聞いた。
手間替えはいつ頃消えるのか，機械が入ってくるのはいつ頃なのか，農作業
とともにあった年中行事の数々はいつその姿を崩し始めたのかなど，聞き落と
した項目は数限りない。それらは次の機会にと考えている。
(2) むしろ作り
昔の女たちは農作業や家事の合間にわらを使ってよくぞうりなどを編んだ。
縄をなう夜なべ仕事はどこの農村にもあった光景である。
三原町Lでは， 30年ぐらい前まではわらを編む仕事をやっていた。わらはさ
まざまな利用の仕方があった。牛のえさにしたり， 「ばらけ」といって堆肥を
作るのに使ったりした。稲わらでは縄をない，麦わらではもみ干しに使ったり
する「こも」（むしろ）を編んだりした。もみ干しのときに稲わらをむしろの下
に敷き，湿気が上がらないようにもした。俵もわら製品である。また，麦わら
は薪といっしょに風呂たきにも使った。すでに述べたように，子供たちの編む
「瓶ごも」も麦わらでできている。
洲本市Bでは細縄（土壁の壁下に使う）を夜なべ仕事で作った (57歳， 57歳）。洲
本市内の人が買い取りに来ていた。夕方になったらわらをとんとんとたたき，
夕飯までに縄をなう準備をしておく。子供を寝かせて， 9時や10時頃まで夜な
べする。機械を踏んで作る太縄もやった。また，ここBでは， 1939年から1965
年までむしろ打ちの共同作業場をもっていた。播州まで若い男の人がむしろの
機械うちを習いに行ったという。それは現在Bに住む67歳の女子の夫である。
彼女が嫁に来たときはすでにむしろうちは盛んで，女の人は皆機械でうってい
たという。
淡路島では昔から瓦作りが盛んであったが，すでに何度か記した東浦町Fで
は瓦を作っているところが， 戦前から戦中にかけて 7~8戸ほどあった。「ひ
めそ」という瓦をくくる紐を作るのに近所の納屋に集まって夜なべした。
明石から1927年に嫁いで来た洲本市Aの人(77歳）は，むしろうちの名人だっ
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た。夫が，「おなごが外で仕事したら頭が高くなる」といって外に働きに行か
せてくれなかったが，その分，家でむしろを編んで稼いだ。明石ではむしろう
ちが盛んで，農家の嫁たちが皆やっていた。子供の頃，父親に足踏みの機械を
買ってもらい練習したのだそうだ。嫁に来たとき，朝起きると姑がいない。近
所を尋ねると，姑も入って 5~6人でぞうり作りをしている。自分も，明石で
やっていたように機械でむしろをうちたいと言うと，夫がどこからか足踏みの
古いものを捜してきてくれた。あとになって，新しい機械を明石から取り寄せ
た。細縄は夫がなってくれる。塩や肥料を入れるかます， もみを干すものな
ど，近所の人からも部落外の人からも頼まれた。夜12時頃まで夜なべしたとい
う。ある日，夫が「ふごをこさえるか」と言った。ふごとは， 1石入りと 4斗
入りがあり，もみなどを入れる袋のことを指す。そしてふごを作り始めた。す
ぐに注文がくる。今度はおひつを入れる袋を考え出して編んだ。また注文がき
た。 1934年に納屋がつぶれて，わらを積む場所がなくなるまで 7年あまり続け
たという。
6. さまざまな仕事
農業以外にもさまざまな仕事に携わってきた女の人たちがいる。
(1) 自営業
東浦町のFに住む57歳の人は， Fで生まれ育った。青年学校を 2年で中退し
た。戦後は大阪の四条畷に働きに出て， 1年後に帰省して同じ部落の人と結婚
する。夫は農業のほかに黒瓦の製造をやっていた。夫の兄が復員して農業を始
めたので， 2人は瓦をやることにした。 Fでは 7~8軒が瓦を製造していた。
彼女のところが 1番遅くまで生き残った。やめたのは1981年である。その前の
10年は下請けとしてやっていた。工場を閉めてからは，近くの90人規模の瓦の
製造工場に勤めていた。ドレンキからコンベアで出てくる瓦を 1枚ずつ棚に上
げる。朝8時から夕方5時まで，休憩を除いて 8時間の労働である。 2年めで
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やっと日給3,750円から3,800円にあがった。現在は孫の世話に忙しく，働くの
をやめた。
洲本市Bの67歳の女子は1943年に結婚して父の郷里であるBに来た。夫は百
姓をしながら植木屋をやっていた。出征して，戦後ヽンベリアでの抑留から帰っ
てきたすぐは，仕事がなく，父親に教えてもらってほうきを編んで売ったりし
ていた。 1950年に電化村にするという案とともに，共同梢米所をつくる話がも
ちあがった。ところが結局夫が 1人でやることになって始めたが，全くの素人
だったのでいろいろとうまくいかず， 3年めに抵当に入っていた田畑も失い，
とうとう家を閉めて，姑，夫の姉の子，夫の一家 3人とともに神戸へ出ていっ
たという。神戸では 3年間，夫は「屋根屋」， 彼女は失対で紹介された会社で
仲仕をやった。港で米や麦の荷を扱うところだった。そこの仕事には，目方を
はかって袋に入れて口を縫う「縫い屋」と，こぽれた穀物を掃く「掃き屋」と
があり，彼女は掃き屋を始める。最初は新前をやめさせようと，わざと袋に穴
をあけて，「おい掃き屋， なんとかせえ」などと言われた。 ところが農家の嫁
は米や麦の扱いは知っているので手際がいい。とうとう指名になったという。
1957年に屋根屋の夫が寄せ屋の家を直しに行った。それが縁で彼女も夫もダン
ボールの荷作りという寄せ屋の仕事を始めた。夫とそこで15年ほど勁めたが，
夫が結核になり，郷里へもどった。夫が働けなかった 5年間も，彼女は寄せ屋
の仕事を続け，今ではもう30年ぐらいになるという。 .3年前に夫が死ぬまでは
うさぎを飼っていたが， 1,000匹飼ってやっと 1月10万円だったのでやめた。
現在はひとり暮らし。朝 6時頃から喫茶店の掃除に 2時間ほど行き， 9時頃か
ら2軒の店のダンボールを片付けて，そのあと大好きな踊りの稽古をして帰っ
てくる。彼女はもともとは神戸の鉄工所の工場長のひとり娘である。 17~8歳
ぐらいまではお嬢さんぐらし。結婚後の苦労。そして今の気楽さ。人生はほん
とうに浮き沈みだという。
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(2) 工場勤め
「奉公」の語りで最初に登場した78歳の人はFの近くのEで生まれた。神戸
ヘ奉公に出たあと結婚し，神戸に住む。夫はボタンをミシンでかがる 100人ぐ
らいの規模の工場に勤めていたが，そこがつぶれたので彼女の実家に帰って来
た。彼女が23歳か24歳のとき，すなわち1920年頃である。そこには弟の経営し
ている「木綿（もくめん）工場」があったのでそこで働いた。昔，果物などを箱
に詰めるときに使った，木＜ずのようなものを松の木から作る工場である。と
ころが， その工場も経営状態が芳しくなく，夫婦で 1カ月3,000円の給料が 2
カ月も据え置きになったりした。そのうち，山津波で，• 松の木を入手できなく
なり，倒産した。彼女はその工場で指2本を落としてしまった。
洲本市で生まれ育った67歳の人は，奉公には行かなかったが，そのかわり親
の反対にもかかわらず，高等小学校を 1年でやめて，鐘紡に勤めた。 1930年頃
である。鐘紡はその頃にはじめて部落の人も雇い出したのである。友人と 2人
で応募したが，自分だけが採用となった。同じ部落から若い子が10人以上勤め
ていた。妹も行っていた。父親は鐘紡の工場で使う石炭や綿を，港で荷揚げす
る仕事についていた。これは月に 4回ぐらい， 14~5人のグループを作って請
負いでやる。
彼女は綿から糸を作る工程の第 3段階，つまり，糸作りの一番最後の工程に
いた。糸が切れたらつなぐのが仕事である。 うまくつなげずに， 綿がからむ
と，たすきをかけた主任が寄ってきて手伝ってくれる。朝 5時から昼の12時まで
と，昼の 2時から10時までの 2交替制で， 1週間ごとに勤務時間帯が入れ替わ
った。彼女は足かけ 9年勤めた。結婚してからも少しの間は勤めていたという
「うちゃ，背がこんまいさかい，台の高さによって糸つなぎのところに入
れられた。やめるときはたすきになっとった。赤と桃色とふた色あんね
ん。桃色のたすきやったらトップ長いうてな。最後の方にはもう桃色にな
っとった。」
「赤だすき」は 10台から 15台の機械を受け持つ。「桃色だすき」は「赤だす
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き」の 8人に 1人ぐらいの割合であった。
同市Bに住む 57歳の人は 1947年に結婚したあと，さまざまな内職をしてき
た。農作業の項目の草とりのところで登場する人である。腕輪の材料を切る
「チェーンもの」はペンチみたいな機械でチェーンを切断する仕事だった。子
供が幼いときは人工真珠の原料になる貝殻を手で切る仕事をしていた。その
頃，婦人会の講習で内職のためにと，赤ちゃんのケープや，帽子，靴下作りを
習ったが，そんなものはお金にならなかったという。 1963年から65年の 2年間
は貝殻を大きく切る仕事を真珠屋という会社でやっていた。この少し前ぐらい
から彼女は土方にも出るようになった。おじいさんの身体が少し弱ってきたの
で，今度は貝殻をモーターのついた機械で小さくさいころ状に切る仕事を家で
始めた。おじいさんが亡くなって，子供も大きくなると，水道のつなぎ手を作
る淡路産業という会社に勤めた。 1969年である。今年で17年になるという。
同じ部落に住む51歳の人（小学校の頃，日本舞踊をやっていた人）も，子供が幼い
ときは内識で真珠の貝殻の小切りをやっていた。 1969年頃， 淡路産業に勤め
る。その後，洲本製紙という畳の下受紙や防虫シートを作っている会社に変わ
った。孫のめんどうを見るためにやめて，今7~8年になる。
1960年ぐらいから次第に勤め口がふえ，内職の形も変化してきたようだ。
7. おわりに
現在60歳代から70歳代の女たちの人生は， 17歳ぐらいのときに奉公で都会に
出て，そのあと結婚し，結婚後は自分の家の農業に携わるほかに，近隣農家の
手伝いや，むしろ作りの内職をしたりするというパターンが一般的な形のよう
である。
男の丁稚奉公が14歳ぐらいからであるのに比べ，女中奉公は 3~4年遅い。
ロ入屋を通すか，あるいは縁故関係を通して奉公先をみつけた。前者の方が圧
倒的に多かったようだ。また，前者の場合は，都合で奉公先を何度か替わるこ
とも可能であった。そして，彼女たちは都会での生活をけっこう楽しんでいた
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ようである。当時は男も女も，都会に出なければ働くところがほとんどなかっ
たものと思われる。鐘紡のように地元での雁用があれば，若い娘たちは親の反
対を押してもそこで働こうとしたのである。一見一般農村と全く同じ姿である
が，おそらく，結婚後，男たちが股業以外の種々雑多な仕事に従事し，その分
女たちが農業を担うという形は，零細農家の多い部落に特有のものであろう。
そして女たちの肩にかかった農業は彼女たちにとってかなり苛酷だったとみえ
る。多くの人々が辛かった話というと結婚してからの股業についての話を出す
ことがらも判断できる。この辛さの背景をもっと丹念に謁べれば，部落の零細
農家ゆえの女の仕事の特徴が浮かんでくると思われる。彼らのくらしの，戦後
からこちらのようすももっと詳しく知る必要がある。
結婚をし，内職をしながら百姓をし，子供が大きくなれば，土方や会社勤め
をする。孫が生まれると，嫁が働く方が割がいいからと孫の世話をする。これ
は現在50歳から60歳ぐらいの女の人の平均的なライフサイクルのようである。
高度経済成長のなかで，男たちの仕事は土方が圧倒的に多くなる。ときには女
たちも男たちとともに土方仕事をしたようだ。地域にもよるが，昔とちがって
勤め口もふえ，パートのような形で勤めに出ることも可能となった。ただし，
孫の世話をする女たちの姿が，ゲートボールを楽しむ老人会の姿にはほど遠い
ことは心にとめておくべきであろう。
以上，まとめである。課題が必ずしも明らかにされたとは言い舞い。それに
は二つの理由がある。ひとつは，実態調査の一環のなかで，闘きとり可能な支
部において，手あたり次第に聞きとりを行なったということである。一人の人
に話を聞く時間も短かければ，一つの部落で聞いた人の数も少ない。それゆえ
に，以上の結果が淡路島の部落に特有の傾向であるのか， あるいはもっと広
く，たとえば兵庫県下の部落一般の傾向であるのか，今，ここでは判断できな
い。それには，さまざまな地域での聞きとりが必要となってこよう。もうひと
つの理由は，直接的に比べるものがないので，聞きとった内容が部落としての
特徴をどれだけおさえているのかが判りにくいことである。周辺地域の女たち
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の生活も知らなければならないであろう。
また， 農村の女子をとらえようとするとき， そこには必ず「いえ」の存在
を視野に入れる必要がある。「いえ」とは家産に基づいて家業を経営するもの
である。農村では農業という家族経営をその存立基盤とし， 同一の先祖を祀
り，家連合の単位となる。家長を中心とする「いえ」の最高の目標はその「い
ぇ」の系譜を絶やさずに連続させることであり，その目標のために男女を問わ
ず，さまざまな成員の権利が無視されることがある。なかでも家長となりえな
い女の地位は低い。「いえ」はもちろん農村のみに特有なものではなく，都市
においてもみられる。ただ，労働者の多い都市では典型が現われにくく，家連
合の成立もむずかしい。その反対に，農村ではどこにでも存在する。そして，
村落（集落）は家連合のあつまりとして形成されている。本家・分家の関係を軸
とする結合や，組的な関係を軸とする結合によってなる家連合は，個々のいえ
いえが単独では行なえない生活保障機能をもち，それぞれの「いえ」が補完的
な関係を保っていることから，村落のくらしのすみずみにその関係はいきわた
っている。
現在の農村は高度経済成長期にその姿かたちを大きく変化させたが，長い年
月の間に形づくられたこれらの「いえ」のつながりとそれに付随した意識はそ
う簡単には壊滅しない。家長の権威を第一とする「いえ」のなかでは女は低い
地位にとどまることが多く，いえいえのつながりを通じて，その女の地位は全
体として確固たるものとされてしまう。そのため，生活のさまざまな場面にお
いて男とはちがった状況に立たされる。
さて，牒業という，一般農村と同様の基幹的産業に携わりながらもその規模
がずっと零細である部落では， 「いえ」の関係はどのようにっているかを一考
する必要はある。農村部落の女たちをテーマにするならば，農村部落での「い
ぇ」の解明は不可欠である。ところが残念ながら本稿では，資料不足でそこに
はほとんど立ち入れなかった。
「いえ」を視野に入れた丹念な事例収集を今後の課題としていきたい。
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